
�����
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

��������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

������������������������� �	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

















�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
































�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

青
木
美
智
男
先
生
の
最
後

の
ゼ
ミ
生
の
一
人
と
し
て
、

卒
業
後
も
先
生
か
ら
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歴
史

学
の
道
を
志
す
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
先
生

の
お
か
げ

で

す
。青

木
先
生
は

近
世
史
研
究
の

第
一
人
者
で
あ

る
と
同
時
に
、

怖
い
先
生
と
し

て
有
名
で

し

た
。
教
室
に
怒
声
が
響
き
、

ゼ
ミ
生
は
何
度
震
え
上
が
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
実
は
面
倒
見
が
よ
く
、

厳
し
い
言
葉
の
裏
に
は
い
つ

も
学
生
を
思
う
温
か
さ
が
あ

る
こ
と
は
、
す
ぐ
分
か
り
ま

し
た
。

先
生
の
思
い
出
で
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
北
陸

で
の
史
料
調
査
合
宿
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
北
前
船
で
有

名
な
福
井
県
南
越
前
町
（
旧

河
野
村
）
で
年
３
回
、
５
日

間
泊
ま
り
込
み
で
朝
か
ら
晩

ま
で
古
文
書
を
整
理
し
て
目

録
を
作
成
し
ま
す
。
近
世
史

研
究
の
基
本
を
身
に
つ
け
る

合
宿
で
す
。
慣
れ
な
い
古
文

書
に
四
苦
八
苦
す
る
私
た
ち

と
は
対
照
的
に
、
青
木
先
生

は
い
つ
も
い
き
い
き
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
古
文
書
を
熱

心
に
解
読
し
、
面
白
い
史
料

を
見
つ
け
る
と
丁
寧
に
解
説

し
て
く
れ
ま
し
た
。

合
宿
中
は
早
起
き
し
て
海

岸
で
釣
り
を
し
、
３
食
と
も

お
い
し
い
手
料
理
を
作
っ
て

参
加
者
に
振
る
舞
い
、
夜
に

な
る
と
研
究
の

話
や
昔
話
が
尽

き
ま
せ
ん
。
毎

晩
欠
か
さ
ず
奥

様
に
電
話
す
る

先
生
に
、
意
外

な
？

愛
妻
家

の
一
面
を
垣
間

見
ま
し
た
。

青
木
先
生
と
い
え
ば
、
厳

し
さ
よ
り
も
人
間
味
あ
ふ
れ

る
温
か
さ
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
図
書
館
や
古
文
書
実
習

室
で
必
ず
声
を
か
け
て
く
だ

さ
り
、
そ
の
後
は
先
輩
た
ち

と
駅
前
の
店
に
繰
り
出
し
ま

し
た
。
進
路
で
悩
ん
で
い
た

時
は
「
お
前
は
外
へ
出
て
頑

張
れ
」
と
背
中
を
押
さ
れ
、

先
生
の
後
輩
と
し
て
東
北
大

学
大
学
院
で
学
ん
だ
の
は
私

の
誇
り
で
す
。

就
職
後
も
大
学
や
研
究
会

で
お
会
い
す
る
と
い
つ
も
ア

し
っ

た

ド
バ
イ
ス
や
叱
咤
激
励
を
い

た
だ
き
、
励
み
に
し
て
き
ま

し
た
。
青
木
先
生
に
は
誰
も

が
同
じ
思
い
を
持
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

先
生
の
言
葉
や
行
動
に
は
、

人
を
引
き
つ
け
、
や
る
気
を

起
こ
さ
せ
る
大
き
な
力
が
あ

り
ま
し
た
。

あ
ん
な
に
お
元
気
だ
っ
た

の
に
、
突
然
の
訃
報
は
本
当

に
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
し
か

し
、
そ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
て

い
る
と
、
ま
た
怒
声
が
飛
ん

で
き
そ
う
で
す
。「
い
い
か
、

宮
田
。
も
っ
と
頑
張
れ
！
」。

そ
ん
な
声
を
ま
だ
ま
だ
聞
き

た
か
っ
た
で
す
。

∥

◇

∥

青
木
美
智
男
氏
（
元
文
学

部
教
授
、
専
修
大
学
史
編

集
主
幹
）
は
７
月
１１
日
、

ご

え
ん
せ
い

誤
嚥
性
肺
炎
の
た
め
死
去

さ
れ
た
。
７６
歳
。

銘
酒
「
八
海
山
」
は
、
老
若
男

女
問
わ
ず
幅
広
い
フ
ァ
ン
を
持
つ

新
潟
を
代
表
す
る
日
本
酒
の
ひ
と

つ
。
地
酒
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と

な
り
、
十
数
年
前
ま
で
は
入
手
し

難
い
「
幻
の
酒
」
と
言
わ
れ
た
。

新
蔵
を
建
設
し
て
生
産
量
が
増

え
、
現
在
「
３
万
石
」
を
誇
る
。

販
売
網
を
広
げ
、
米
や
麴
を
使
っ

た
商
品
開
発
や
多
角
経
営
に
も
乗

り
出
し
て
い
る
。
そ
の
商
品
開
発

部
門
の
ト
ッ
プ
に
就
い
て
い
る
。

「
八
海
山
」
の

お
膝
元
、
新
潟
県

南
魚
沼
市
に
生
ま

れ
育
っ
た
。
商
学

部
で
学
ん
だ
専
大

時
代
は
、
東
京
・

新
宿
に
あ
る
百
貨

店
の
玩
具
売
り
場

で
ア
ル
バ
イ
ト
に

い
そ
し
ん
だ
。

「
受
験
を
終
え

て
入
学
間
も
な
く

燃
え
尽
き
症
候
群

に
な
っ
て
し
ま
っ

て
。
こ
の
ま
ま
で

は
い
け
な
い
、
懸

命
に
取
り
組
む
何

か
を
見
つ
け
た
い

と
思
い
ま
し
た
」

職
場
の
人
間
関
係
に
恵
ま
れ
、

「
人
に
使
わ
れ
、
人
を
使
う
際
の

機
微
や
顧
客
を
つ
か
む
コ
ツ
を
探

り
ま
し
た
」
。
殿
村
晋

一
教
授
（
現
名
誉
教

授
）
の
ゼ
ミ
で
学
び
、

サ
ー
ク
ル
は
広
告
研
究

会
で
雑
誌
を
作
っ
た
。

「
悔
い
の
な
い
４
年

間
で
し
た
」

卒
業
後
も
迷
わ
ず

「
デ
パ
ー
ト
で
」
と
、

新
宿
の
別
の
百
貨
店
に

就
職
。入
社
し
て
５
年
、

婦
人
雑
貨
売
り
場
を
任

さ
れ
、
百
貨
店
勤
務
が

天
職
の
よ
う
に
思
え
た

矢
先
、
３０
歳
を
目
前
に

し
て
退
職
し
、
故
郷
に

Ｕ
タ
ー
ン
。
「
い
ず
れ
故
郷
に
帰

る
こ
と
を
両
親
と
約
束
し
て
い
ま

し
た
か
ら
。仕
事
が
面
白
く
て
、こ

の
ま
ま
で
は
東
京
を
離
れ
ら
れ
な

く
な
る
と
思
っ
て
の
決
断
」
と
振

り
返
る
。

父
と
先
代
の
社
長
が
知
り
合
い

と
い
う
縁
か
ら
地
元
の
八
海
醸
造

に
就
職
。
持
ち
前
の
社
交
性
と
柔

軟
性
で
、
畑
違
い
の
商
売
に
も
す

ぐ
溶
け
込
ん
だ
。

「
内
心
、
会
社
と
自
宅
を
往
復

す
る
毎
日
か
な
と
思
っ
た
」
の
は

大
違
い
。
営
業
担
当
と
し
て
営
業

所
新
設
で
、東
京
勤
務
１
年
、大
阪

勤
務
５
年
。
百
貨
店
時
代
に
培
っ

た
営
業
セ
ン
ス
、
人
脈
を
生
か
し

販
路
拡
大
の
一
翼
を
担
っ
た
。

「
八
海
山
」
に
は
、
進
取
の
気

と
う

じ

性
と
、
杜
氏
や
製
造
か
ら
経
営
に

至
る
ま
で
、
全
て
品
質
を
基
準
に

取
り
組
む
志
が
貫
か
れ
る
。「
最
も

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
大
吟
醸
で

は
な
く
普
通
酒（
清
酒
、本
醸
造
）。

大
吟
醸
の
造
り
を
応
用
し
、
高
級

酒
並
み
の
品
質
で
シ
ェ
ア
も
一

番
。
ま
ず
普
通
酒
を
お
勧
め
し
ま

す
」。根
っ
か
ら
の
営
業
マ
ン
だ
。

本
学
卒
業
生
と
そ
の
保
護

者
有
志
を
中
心
に
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
学
生
の

支
援
を
目
的
に
活
動
す
る

「
専
修
大
学
支
援
の
会
」（
青

木
み
ど
り
代
表
幹
事
）
の
第

３
回
イ
ベ
ン
ト
が
９
月
８

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
会
員
４９
人
が
参

加
し
、
宮
岡
孝
之
法
科
大
学

院
教
授
の
講
演
を
聴
い
た
。

宮
岡
教
授
は
、
司
法
試
験

合
格
ま
で
の
苦
労
話
と
弁
護

士
、
㈻
専
修
大
学
理
事
と
し

て
の
仕
事
に
つ
い
て
話
し

た
。
終
了
後
、
懇
親
会
が
催

さ
れ
参
加
者
同
士
が
親
睦
を

深
め
、交
流
の
輪
を
広
げ
た
。

参
加
費
の
一
部
は
支
援
金

と
し
て
本
学
に
寄
付
さ
れ

た
。

▽日時＝１１月２２日（金）１８時３０分～

▽場所＝神田キャンパス１号館１５階報

恩の間

▽講師＝㈲シン・トレーディング代表

取締役・江畑進一氏

▽対象＝学生（２０歳以上）、教職員、

校友、賛助会員、育友、一般

▽会費＝学生２０００円、その他４０００円

▽定員＝１１０人（先着順）

〈
行
政
書
士
鳳
会
総
会
〉

▽
１０
月
２２
日
（
火
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
市
ケ
谷
駅
徒

歩
２
分
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市

ヶ
谷
（
私
学
会
館
）
」
□問
中

尾
聡
氏
☎
０３
・
３
２
５
７
・

０
８
２
２

〈
学
内
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
２５
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１５
階
「
報
恩
の
間
」
□問
臼
井

勝
彦
氏
☎
０
４
４
・
９
１
１

・
１
２
５
４
（
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
教
務
課
内
）

〈
江
戸
川
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
２６
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
小
岩
駅
北
口
徒
歩

５
分
「
小
岩
ニ
ュ
ー
オ
ー
ク

ラ
」
□問
島
村
幸
也
氏
☎
０
９

０
・
２
２
３
６
・
７
６
７
１

〈
三
八
会
卒
業
５０
周
年
記
念

総
会
〉

▽
１１
月
１
日
（
金
）
１７
時
３０

分
開
会
▽
小
田
急
線
新
百
合

ヶ
丘
駅
徒
歩
３
分
「
ホ
テ
ル

モ
リ
ノ
新
百
合
丘
」
□問
内
藤

博
氏
☎
０
４
４
・
９
２
２
・

４
３
１
３

〈
流
通
研
究
Ｏ
Ｂ
会
総
会
〉

▽
１１
月
７
日
（
木
）
１６
時
開

会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
８
階

Ａ
□問
藤
原
勇
一
氏
☎
０３
・
３

２
５
７
・
２
９
１
２
昭
和
産

業
㈱

〈
村
上
・
岩
船
支
部
設
立
総

会
〉

▽
１１
月
９
日
（
土
）
１７
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
村
上
駅
徒
歩
２０
分

「
割
烹
吉
源
」
□問
本
間
清
氏

☎
０
２
５
４
・
７７
・
２
１
４

２〈
珊
瑚
会
総
会
〉

▽
１１
月
１２
日
（
火
）
～
１３
日

（
水
）
▽
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
か
ら

送
迎
バ
ス
「
杉
乃
井
ホ
テ
ル

花
館
」
□問
住
田
信
治
氏
☎
０

４
３
・
４
８
６
・
１
８
７
９

〈
静
岡
県
支
部
連
合
会
総

会
〉

▽
１１
月
１６
日
（
土
）
１５
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
徒
歩
５
分

「
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
」
□問
土

屋
孝
男
氏
☎
０
５
５
・
９
２

３
・
６
４
１
９

〈
二
鳳
会
総
会
〉

▽
１１
月
１６
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
日
比
谷
線
入
谷
駅
す
ぐ

「
三
富
」
□問
新
堀
明
氏
☎
０３

・
３
３
９
５
・
７
４
２
７

〈
仙
台
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
１６
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
榴
ヶ
岡
駅
す
ぐ

「
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
」
□問
今
野
四
郎
氏
☎
０
９

０
・
６
２
５
８
・
２
９
３
８

〈
市
川
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
１７
日
（
日
）
１６
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
市
川
駅
北
口
徒
歩

３
分
「
市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
□問
宮
崎
実
氏
☎
０
９
０

・
６
０
３
９
・
８
９
０
８

『
デ
ー
タ
を
武
器
に
す
る

勝
つ
た
め
の
統
計
学
』

渡
辺
啓
太
著

コ
ー
ト
エ
ン
ド
か
ら
対
戦

相
手
の
攻
撃
パ
タ
ー
ン
の
傾

向
や
対
策
を
分
析
し
て
選
手

を
支
え
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で

２８
年
ぶ
り
に
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
に
銅
メ
ダ
ル
を
も
た
ら

し
た
渡
辺
啓
太
さ
ん
（
平
１８

ネ
ッ
ト
情
報
、
全
日
本
女
子

バ
レ
ー
情
報
戦
略
担
当
ア
ナ

リ
ス
ト
）。

日
本
の
バ
レ
ー
界
の
情
報

戦
略
の
中
核
を
担
う
渡
辺
さ

ん
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
向
け

の
デ
ー
タ
分
析
書
を
出
版
し

た
。
い
か
に
貴
重
な
デ
ー
タ

を
「
武
器
化
」
し
、
結
果
に

つ
な
げ
る
か
を
テ
ー
マ
に
、

「
グ
ラ
フ
を
分
か
り
や
す
く

見
せ
る
」
「
あ
え
て
手
渡
し

が
大
事
」
な
ど
、
具
体
的
な

手
法
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

な
が
ら
解
説
し
て
い
る
。

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
・
本
体

１
５
０
０
円
＋
税
）

読読
者者
ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト

本
書
を
５
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
①
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
学
生
は

学
籍
番
号
／
校
友
は
卒
業

年
、
学
部
／
育
友
は
ご
子
女

の
学
部
、
学
年
②
今
号
で
印

象
に
残
っ
た
記
事
／
本
紙
で

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ

／
本
紙
の
感
想
を
ご
記
入
の

上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
発
表
は
発

送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
１１
月
５
日
必

着
。

▽
は
が
き：

〒
１
０
１
―

８
４
２
５
（
専
用
郵
便
番
号
）

専
修
大
学
広
報
課

Ｎ
Ｓ

『
デ
ー
タ
を
武
器
に
す
る
』係

▽E
m
a
i
l
:
k
o
h
o
@
a
c
c
.
s

e
n
s
h
u-
u
.
a
c
.
j
p

件
名
に

「
Ｎ
Ｓ
『
デ
ー
タ
を
武
器
に

す
る
』
希
望
」
と
お
書
き
く

だ
さ
い
。

※
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報

は
発
送
の
み
に
使
用
い
た
し

ま
す
。
頂
い
た
ご
意
見
は
、

今
後
の
編
集
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ア
ド
ニ
ス
６５
号
刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
６５

号
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

矢
野
建
一
新
学
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
、
「
特
別
対
談
～

日
本
の
危
機
」
で
は
正
村
公

宏
名
誉
教
授
と
高
田
和
男
日

本
テ
レ
ビ
報
道
局
解
説
委
員

（
昭
４５
文
）
の
対
談
、
「
わ

れ
ら
専
修
人
」
で
は
プ
ロ
ス

キ
ー
ヤ
ー
の
小
野
塚
彩
那
さ

ん
（
平
２２
商
）、「
体
育
会
監

督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
ヨ

ッ
ト
部
の
柄
澤
康
善
監
督

（
昭
６０
経
済
）、「
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
社
会
貢
献
・
地
域

貢
献
座
談
会
」
で
は
、
中
津

川
栄
作
さ
ん
（
平
２
商
）
、

佐
々
木
裕
司
さ
ん
（
平
２０
経

営
）
、
岩
崎
哲
久
さ
ん
（
昭

６２
法
）
を
紹
介
す
る
。

第８回校友会ワイン大学

青
木
美
智
男
先
生
の
思
い
出

泡～スパークリング

ワインについて～

寄
稿
・
宮
田
直
樹
さ
ん
（
平
２０
文
・
米
沢
市
教
育
委
員
会
文
化
財
担
当
）

怒
鳴
ら
れ

人
間
味
あ
ふ
れ
る
温
か
さ

人
間
味
あ
ふ
れ
る
温
か
さ

励
ま
さ
れ

▶

宮
城
県
亘
理
町
で
開
か
れ
た
東
北
近
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
で
の
青
木
美
智
男
氏
（
前
列
左
か
ら
２
人
目
）
∥

２
０
０
８
年
８
月
、
前
列
左
端
が
筆
者

＜校友＞

魚沼にＵターン 銘酒の販路拡大担う

宮
岡
教
授
が
講
演

専
大
支
援
の
会

㈱
八
海
山
執
行
役
員

営
業
企
画
商
品
開
発
室
長

な
か

ま
た

よ
し

な
り

中
俣

善
也
さ
ん

（
平
４
商
）

▶

黒
門
の
前
で
記
念
撮
影

（８）２０１３年（平成２５年）１０月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５１７号


